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桃の無袋栽培に関する研究
海老原武士・坂本秀之・青木秋広

Studies on non－bagging fruit of peaohes．

Takesi　EBIHARA，Hidcyuki　SAKAMOTO，Akihiro　AOKI，

｝

Ⅰ　緒　　　目

　世界で我国にだけ行われているという果樹の袋掛けは

明治20年頃から実施され、その後小袋、大袋の二度掛け

或は二重袋が案出され、紙質や止金についてもいろいろ

と調査が行われ、この袋掛け作業は、果樹栽培上重要な

作業となっている。

　然るに今次大戦の結果資材や労力の不足から袋掛けの

実施が困難となり、無袋栽培の問題が真剣にとりあげら

れるようになつた。

　このような情勢から各地において果樹の無袋栽培に関

する試験研究が行われ、特に戦後農薬の著しい進歩とあ

いまつてリンゴ、ナシ等では既に相当の成果をあげてい

る地帯が少くない。

　ところが桃の無袋栽培については試験研究も少く、一

方挑の無袋果の外観は有袋果のそれにくらべて、リンゴ

ナシの場合より更に劣るので一般の関心も少いように考

えられる。

　然るに、近年消費者側も果実の外観にのみこだわるこ

となく、果実の栄養価値、食味の優れているものを求め

る傾向があり、一方生産者側にとつては袋掛けに要する

資材の節約により生産費の軽減を計ることが極めて重要

な問題となつている。又最近の桃栽培が従来のそれと異

なり、耕土の深い肥沃地に伸びつつあり仕立方も開心自

然型をとるものが多く、その樹高も相当高くなるので袋

掛け作業も容易なことでなくなつている。

　このような事情から、桃の無袋果と有袋果の2～3の

特性について昭和29年～32年（1954～57）の4ケ年にわ

たつて検討を加えた。これらの成果が今後の桃の無袋栽

培の推進の上に役立つところがあれば幸いである，

　なお本実験を行うにあたり当部研究生諸氏の御協力を

得た。記して感謝の意を表する。

Ⅱ　実験材料及び調査方法

（1）果実の着色及び黒星病に関する調査

　1954年には8品種について着色程度を調査し、1957～

58年には1954年の結果から無袋では極端に暗赤色を呈す

る品種を除き、更に新品種のうち結果しはじめたものを

加えた5～7品種について着色面積、濃度及び黒星病の

発生状況について調査した。

　着色面積、濃度及び黒星病発生程度の分類は次のよう

に行つた。又有袋果は収穫時まで除袋を行わなかった。

　　i）果実の着色面積

　　0……殆んど着色しないもの

　　1…全果面の10％程度着色したもの

　　2・・・…　　〃　10～50％　　〃

　　3……　　〃　50％以上

　　ii）果実の着色濃度

　　1紅色がうすいもの

　　2……紅色が中程度のもの

　　3……紅色が濃厚のもの

　　iii）果実の黒星病発生程度

　　0……全然発病を認めないもの

　　1……全果面の10％程度発病したもの

2 ……　〃　10～50％　　〃

3 ……　　〃　50％以上　　〃

　〔21糖分含有量

　収穫果の中から無袋果、有袋果のそれぞれの代表的果

実10ケずつを選び糖度計を用いて果頂部の含糖量の平均

値を求めた。

　（3）貯蔵性に関する調査

　1954年には大久保10ケをデシケーター内に貯蔵し無袋

果、有袋果の貯蔵性を比較した。1957年には倉方早生・

宿ケ原早生夫々10ケを用い室内設置区と10℃定温区（日

立電気冷蔵庫を使用）とを設けて比較した。

　（4）市場価格に関する調査

　1956～57年の2箇年、宇都宮市場へ無袋果、有袋果を

同一規格で出荷し価格の調査を行つた。出荷の品種、規

格、数量、時期は次の通りである。

　1956年には倉方早生の無袋、有袋それぞれ3箱（1箱15
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ケ入）を出荷し、宿ケ原早生も同様に3箱（1箱12個入）

出荷した。

1957年には宿ケ原早生の有袋のもの3箱、無袋1のも

の2箱、無袋2のもの8箱、無袋3のもの3箱（それぞ

れ12個入）を出荷し、倉方早生は有袋のものの2箱、無

袋のもの3箱（12個入）を出荷した。

出荷の時期は両年とも宿ケ原早生は7月13日、倉方早

生は7月18日であつた。

（5）熟期の調査

無袋果、有袋果ともそれぜれ熟期に達したものから適

宣収穫し、収穫日毎の積算収穫率を算出した。

(6)　石灰散布による無袋果の着色調査

無袋果にすると着色の程度が進むので、これに石灰を

散布し着色がすゝむのを抑える目的で、宿ケ原早生、倉

方早生、橘早生、昭玉を用いて調査した。

調査個体は20～50ケで、石灰の濃度は水1斗に生石灰

100匁とし、6月20日に果実に念入に散布した。着色面積

及び着色濃度の分類はて(Ⅰ)の項の分類に従つた。

第1表　桃無袋果、有袋果の着色面積比較（1956年）

品　　　種　　　名

倉方早生

布目早生

宿ケ原早生

箕島白桃
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第2表　桃無袋果・有袋果の着色面積比較（1957年）

品　　　種　　　名

倉方早生

項　目 有　　　　　　袋

調査数
同率（％）i

布目早生
i調査数
同率（％）

宿ケ原早生

1
0.3
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2

881

96.2

（1）果実の着色面積及び

濃度について

桃の果実の色は果実の表

面に発達する花青素によっ

て発現されその濃淡は果実

内の糖分とこれに照射す

る光線の強さに関係してい

る。

　1954年に品種別に調査し

た結果を分類すると次のよ

うになる。

　Ⅰ）無袋果、有袋果問に

着色の差のある品種…橘早

生、倉方早生、昭玉

　Ⅱ）無袋果、有袋果間に

着色の差のあまりない品種

・・宿ケ原早生、岡山早生

　Ⅲ）無袋にすると著しく

暗赤色を呈する品種…橘早

生・昭玉

　Ⅳ）有袋でもある程度着

色するが無袋にすると比較

的良好な着色をする品種…

倉方早生、岡山早生

　更に1956～57年には1954

年度の調査結果から極端に

暗赤色を呈する品種を除い

て、着色面積を各階級別に

調査した結果は第1～2表

及び第1～5図に示す通り

である。

29

3．1

28

8．6

155

48．4

568
60.6

0.2

9

1.2

考察

2

12

1 2 3 3
無 袋

0

6

24.1

1

3.3

14

56.0

5

20.0

1

5.0

0

30.0

27

36.0

80.0

41.6

20

50.0

3

10.7

2

6.6

8.0

0

12

1

0

0

0

0

0

0

8

60.0

6

50.0

20.0

10.0

8.3

0.7

0.5

1

1

0

0

0
0

0.4

2

6.0

25.9

309

44.7

13

2.9

22

1.8

151

34.7

851

61.5

267

9.8

68

61

26.2

364

33.7

77.4

667

0 2 1 3

1

0.5

164

10.1

9.6

130

48.3

7

3.7

8

2.9

2

4.4

5

107

33.4

145
15.4

144

19.0

9

181

19.3

185

24.4

622

87.9

425

56.2

76

10.7

9.3

i調査数
同率（％）

調査数



43

％

90

70

60

50

40

30

20

10

0

着色程度

□有袋果

■無袋果

第1図：倉方早生の有袋、無袋の着色程度の比較
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第2図：布目早生の有袋、無袋の着色程度の比較
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第3図：宿ケ原早生の有袋、無袋の着色程度の比較
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第5図：昭玉の有袋、無袋の着色程度の比較

即ち、無袋果の着色面積は有袋果のそれにくらべ全体

的に著しく増加する結果を示している。しかしながら、

その差は品種によつて異なり、倉方早生、昭玉は両区

間の差が大きく、宿ケ原早生、布目早生、岡山早生は少

い。

1957年には倉方早生、宿ケ原早生、布目早生、岡山早

生、昭玉について無袋果、有袋果間の着色濃度について

調査した。その結果は第3表及び第6～9図のようであ

る。
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第6図：倉方早生の無袋、有袋の着色濃度の比較

第3表　無袋果・有袋果の着色濃度比較（1957）

品　　　種　　　名

倉　方　早　生

布　目　早　生
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第7図：宿ケ原早生の無袋、有袋の着色濃度の比較
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第9図：昭玉の無袋、有袋の着色濃度の比較
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第8図：岡山早生D無袋、有袋の着色濃度の比較

　着色濃度についても、着色面積と同様無袋果の着色濃

度は有袋のそれよりも著しく濃厚となる。しかしこの着

色濃度も品種によつて一様でなく、倉方早生は比較的そ

の差が少い。

　以上のように桃の無袋果は有袋果にくらべ商品価値に

影響するころが大きい。着色面積及び濃度が著しく増大

するが、品種によつてその差が一様でないことは注目し

てよいだろう。

　以上3箇年の成績からみて、着色が濃厚にすぎ無袋果

の商品価値の損することの大きいものでは無袋栽培が困

難であるが、宿ケ原早生、布目早生、岡山早生、倉方早

生などの早生種は着色の点から考えれぱ無袋栽培が可能

な品種といえよう。

　（2) 黒星の発生について

　1956～57年に無袋果・有袋果の黒星病の発生程度につ

いて調査した結果は第4～5表の通りである。

　即ち両年とも無袋果の黒星病の発生は有袋果のそれに

くらべて多くなつている。これは当然のことではある

が、その差は品種によつて一様でない。1956年には無袋

にすると葺島白桃、白鳳は発病が著しく多くなるが、倉

方早生、布目早生、宿ケ原早生、岡山早生、昭玉は少な

かつた。
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黒　星　病　発　生　程　度

第4表　捗の無袋果、有袋果の黒星病発生比較(1956年)

無　　　　　　　　　袋

4

3

0.3

3
53

6.1

2

209

23.4

1

601

69.3

有　　　　　　　　　袋

43

00

1
28

87.5

項　　目品　　　種　　　　名

3

9.6

14

0.9

7

22.5

184

12.4

21

67.70
1203

85.90
68

34.5

104

52.7

23

11.6

2

1.00

1

3.8

1

3.1

4

17.3

2

7

21.8

11

478

23

88.4

24

75.0

8

34.7

46

倉方早生

調査数
同率％

調査数
同率％

布目早生

宿ケ原早生

箕　　島　　白　　　桃

0
　6

0．9

54

7．8

625

91．20
0

4.0
3

12.0

21

84.0

75

16.0

2

0.2

217

46.4

154

32.9

21

6.60
0

29

2.5

168

14.4

96.0

82.80
2

16.6

68.4

9
75.0

調査数
同率％

調査数
同率％

岡　　山　　早　　　生

白　　　　　　　　　鳳

調査数
同率％

昭　　　　　　　　　　玉

黒　　星　　病　　　発　　生　　程　　　度

無　　　　　　　　　袋
4

2.9

3

第5表　桃の無袋果、有袋果の黒星病発生比較(1957年)
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第6表　桃の有袋、無袋による果実の含糖量の比較

両区の差

0.6

糖　分

5.9

区　　別品　　種　　名

％

倉方早生

0.4橘　　早　　生

1.0岡山早生

1.1昭　　　　　　玉

　しかしながら、1957年には、1956年に発病の少なかつ

た倉方早生、布目早生（有袋の場合の調査を欠いている

が）宿ケ原早生、岡山早生、昭玉でも無袋果の発病が多

くなつている。このことは両年の気候条件の差異による

ものと考えられるが、今後桃の無袋栽培を推進する上に

大きな問題点となるであろう。

　（3）果実の糖分含有量について

　果実の栄養的価値に関係のある含糖量について1954年

に調査した結果は第6表のようである。
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　即ち無袋果の方が有袋果よりも糖分含有量が増加して

いる。両区の差は最低0．4％、多いものは1．1％以上のも

のがみられた。永沢氏等の報告によれば品種によつては

2％以上の差を示しているものもある。

（4）貯蔵性にっいて

無袋にすることによつて多少なりとも日持がよくなる

かどうかという点にっいて、1954年及び1957年に調査し

た。

　1957年には大久保を用いたが、無袋果のF持つ平均日

数は7日であり、有袋果のそれは5.4日で、無袋果の方

が日持がよかつた。

　1957年には宿ケ原早生、倉方早生の両種を用いたが、

宿ケ原早生は無袋果の方が有袋果よりも貯蔵性が増大

し、倉方早生では逆の結果を得た．

　永沢氏等は果実の荷いたみ、即ち輸送力に関係すると

ころが大きい「果皮の厚さ」について無袋果、有袋果に

ついて測定した結果無袋果の果皮の厚さは、有袋の果皮

の厚さよりも厚くなつている結果を得ている。

　この様な結果と本試験の結果を考え合せた時、強いて

いうならば無袋果の貯蔵性の方が有袋果のそれよりも増

大するといえる。

　1957年にはこの他に10℃の定温室において無袋果、

有袋果の貯蔵性を検討したが貯蔵後20日前後になっても

腐敗果がみあたらなかったので調査を打切つた。しかし

貯蔵後17～18日から収縮果（果皮にシワがよる）が目立

ち、無袋果に多くみられた。

　（5）市場価格について

　1954年に橘早生の無袋果を宇都宮市場え出荷したが、

着色が極端に暗赤色となるので市場では一向に人気がな

かつた。

　そこで1956～57年には、無袋果の着色があまり暗赤色

にならない宿ケ原早生、倉方早生を市場え出荷した所、

　1956年は宿ケ原早生は有袋果が1箱平均75円、無袋果

の平均は76円で殆んど差がなかつた。倉方早生は有袋果

が450円、無袋果が280円で有袋の方が170円高であつ

た。

　1957年は第7表に示すように宿ケ原早生は有袋の価格

と無袋3の価格が同値で、無袋2はそれより5円安・無

袋1は15円安であつた。倉方早生は有袋果180円、無袋

果210円で無袋果の方が30円高だつた。

　市場の価格は出荷量、荷造方法、その他種々の要素に

よつて決定されるものてあり、又本試験の結果も同一の

傾向を得ていないが、無袋果が必ずしも有袋果にくらべ

て安くなかつたことは注目してよい。

第7表　桃の無袋果、有袋果の価格庫較

品種名

宿ケ原早生

倉方早生

有袋
1

有袋
無袋

無
　
　
袋

規格

12ヶ入

〃

〃

〃

〃

〃

単価

180

210

210-

110-

520-

210-

360-

630-

〔註〕無袋1は全果面の10％程度着色したもの

　　　〃　2は　〃　　10～50％　　〃　　

　　　〃　3は　〃　　50％以上　　〃

（6）熟期について

無袋果、有袋果ともに熟期に達したものから適宣収穫

し、収穫日毎の積算収穫率を算出した結果は第8表の通

りてある。

第8表　桃の無袋果、有袋果の積算収穫率

収　穫　日
品種名
宿ケ原早生

岡山早生

倉方早生

昭 玉

7月8日

1.9

11日

63.7

60.6

13日

66.3

67.9

19.4

15.6

15日

72.3

82.2

47.8

55.7

1.5

5.4

17日

100

100

89.8

88.6

31.9

32.5

19日

100

100

46.5

62.4

0.7
12.4

22日

83.2

86.3

42.3

52.9

24日

100

100

63.1

70.7

93.4

90.1

29日

100

100

区別

2

3

3

2
8

3

2
3

70

65

55

70

箱数

110-

金額
(円)

12ヶ入

(円)

26日

有袋

無袋

有袋

有袋

有袋

無袋

無袋

無袋

区
別
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　岡山早生はあまりはつきりしていないが、宿ケ原早生

倉方早生、昭玉は明らかに無袋果の方が有袋果より熟期

が進むようである。永沢氏等は果実中の可溶性ペクチン

の含量から無袋果が有袋果より熟期が進むことを暗示し

ているし、又片岡氏等は缶桃2号、5号について無袋果が

有袋果より5日位早く収穫出來る結果を得ている。

　（7）石灰散布による無袋果の着色への影響について

　無袋果は有袋果より果実の着色の程度が進むが、石灰

を散布することにより無袋果の着色を軽減し、商品価値

の低下を防ぐことが出来るかどうかという目的で行つた

試験の結果は第9表のようである。

　宿ケ原早生、昭玉では着色面積及び濃度については差

は認められなかつた。橘早生は対照区を欠いているが、

従来の結果から考え殆んど差はないものと思われる。

第9表石灰散布による桃無袋果の着色面積及濃度の割合

項　目

階級
品 種 名

宿ケ原早生

昭 玉

橘　早　生

倉方早生

臨

標準

石灰

標準

石灰

着　色　面　積

0

4.4

2.3

2.3

1.2

5.9

にし、無袋果が有袋に比し実用的にすぐれている点の多

いことを知つた。各特陸について得られた結果の大要は

次のようである。

　1．桃の無袋果、有袋果の着色の程度を着色面積、着

色濃度に分け各品種毎に調査した結果、現在の市場側、

消費者側の意向を考慮し、無袋栽培の行えると思われる

品種は布目早生、宿ケ原早生、岡山早生、倉方早生の早

生種である。

　2．糖分含有量は無袋果の方が多くなつている。

　3．無袋果の貯蔵性については、調査年次により同一

結果が得られなかつたが、無袋果の方が有袋果より貯蔵

性は高いようである。

　4．市場価格は無袋果が有袋果より必ずしも安くなく

宿ケ原早生ではほゞ同一価格であった。

　5．熟期は無袋果の方が若干早くなる傾向がある。

　6．石灰散布による無袋果の着色抑制効果は認められ

なかつた。

着色濃度

4.9

2.5

2.8
1.1

2.3

標準

石灰

0.5

4.8 95.2

52.9

3

7．生産費については無袋栽培の方が約
4，000円安くなる。

22.2

13.7

43.7

51.1

47.0

3.3

100.0

　倉方早生は調査個数ば少なかったが、着色面積は前記

の品種と同様、又着色濃度は若干うすくなるようである

が、なお検討を要する。

　（8）無袋と有袋の生産費の比較について

　無袋栽培を行う目的は果実の栄養的価値の向上と生産

費の軽減にあるが、当場て行っている桃の無袋栽培と有

袋栽培の反当生産費のうち、主として農薬費と袋掛費用

を中心に比較した結果は、無袋の場合は農薬費が4，428

円、労力費（無袋栽培のために多くなる薬剤散布の労力

費）600円、計5，028円であり、有袋の場合の農薬費が

3，758円、袋掛費用（袋、止金代、労賃を含む）は5，420円

計9，178円であつた。即ち無袋栽培にした方が有袋栽培

よりも4，150円生産費が安くなる。
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桃の無袋栽培に関する研究

海老原武士・坂本秀之・青木秋広
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丁我ke雪i　EBIHARA，Hidcyuki　SAKAMoTO，Akihiro　AoKI，

｝

1　緒

目

　世界で我国にだけ行われているという果樹の袋掛けは

明治20年頃から実施され、その後小袋、大袋の二度掛け

或は二重袋が案出され、紙質や止金についてもいろいろ

と調査が行われ、この袋掛け作業は、果樹栽培上重要な

作業となっている。

　然るに今次大戦の結果資材や労力の不足から袋掛けの

実施が困難となり、無袋栽培の問題が真剣にとりあげら

れるようになつた。

　このような情勢から各地において果樹の無袋栽培に関

する試験研究が行われ、特に戦後農薬の著しい進歩とあ

いまつてリンゴ、ナシ等では既に相当の成果をあげてい

る地帯が少くない。

　ところが桃の無袋栽培については試験研究も少く、一

方挑の無袋果の外観は有袋果のそれにくらべて、リンゴ

ナシの場合より更に劣るので一般の関心も少いように考

えられる。

　然るに、近年消費者側も果実の外観にのみこだわるこ

となく、果実の栄養価値、食味の優れているものを求め

る傾向があり、一方生産者側にとつては袋掛けに要する

資材の節約により生産費の軽減を計ることが極めて重要

な問題となつている。又最近の桃栽培が従来のそれと異

なり、耕土の深い肥沃地に伸びつっあり仕立方も開心自

然型をとるものが多く、その樹高も相当高くなるので袋

掛け作業も容易なことでなくなつている。

　このような事情から、桃の無袋果と有袋果の2〜3の

特性について昭和29年〜32年（1954〜57）の4ケ年にわ

たつて検討を加えた。これらの成果が今後の桃の無袋栽

培の推進の上に役立つところがあれば幸いである，

　なお本実験を行うにあたり当部研究生諸氏の御協力を

得た。記して感謝の意を表する。

豆　実験材料及び調査方法

（1）果実の着色及び黒星病に関する調査

　1954年には8品種について着色程度を調査し、1957〜

58年には1954年の結果から無袋では極端に暗赤色を呈す

る品種を除き、更に新品種のうち結果しはじめたものを

加えた5〜7品種について着色面積、濃度及び黒星病の

発生状況について調査した。

　着色面積、濃度及び黒星病発生程度の分類は次のよう

に行つた。又有袋果は収穫時まで除袋を行わなかった。

　　i）果実の着色面積

　　0……殆んど着色しないもの

　　1…・全果面の10％程度着色したもの

　　2・・・…　　”　10〜50％　　〃

　　3……　　〃　50％以上

　　ii）果実の着色濃度

　　1紅色がうすいもの

　　2……紅色が中程度のもの

　　3……紅色が濃厚のもの

　　hi）果実の黒星病発生程度

　　0……全然発病を認めないもの

　　1……全果面の10％程度発病したもの

　　2・一一・　〃　

10〜50％　　”

　　3……　　”　50％以上　　”

　〔21糖分含有量

　収穫果の中から無袋果、有袋果のそれぞれの代表的果

実10ケずつを選び糖度計を用いて果頂部の含糖量の平均

値を求めた。

　（3）貯蔵性に関する調査

　1954年には大久保！0ケをデシケーター内に貯蔵し無袋

果、有袋果の貯蔵性を比較した。1957年には倉方早生・

宿ケ原早生夫々10ケを用い室内設置区と10QC定温区（日

立電気冷蔵庫を使用）とを設けて比較した。

　（4）市場価格に関する調査

　1956〜57年の2箇年、宇都宮市場へ無袋果、有袋果を

同一規格で出荷し価格の調査を行つた。出荷の品種、規

格、数量、時期は次の通りである。

　1956年には倉方早生の無袋、有袋それぞれ3箱（1箱15
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